
 

～中休みは、外で元気に遊ぶ～ 
立野小には「中休みは全員外に出て遊ぶ」という約束があります。教員も、できるだけ一緒に、外で過ご

すことを心がけています。 
ボールゲームや鬼ごっこが人気の遊びのようですが、中には、少人数でおしゃべりをしながら草花や昆虫

などの自然観察をする子など、過ごし方は様々です。また、時には「クラス遊び」として、体を動かすこと

が苦手な子供たちも含め、全員で活動します。大勢で体を動かして遊ぶことは、体を丈夫にするだけでなく、

ルールを守ること・人との接し方等を学ぶことができ、「遊び」を通して小さな社会の仕組みを学ぶことに

つながっています。 
20分という短い時間ですが、休み時間は、子供たちの心と体を育てる大切な時間となっています。 

   ５／９（月）～５／12（木） 

＜１日目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リフトで「車山」に登りましたが、山頂は霧で景色が何も見えませんでした。しかも強風により寒さが厳しく、昼

食はバスでとりました。夜は「きもだめし」を行い、ペアの子と励まし合いながら館内を歩きました。 

 

＜２日目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「森将軍塚古墳」では実際の前方後円墳の大きさに、「長野県立歴史館」では動くマンモスゾウに驚きました。「鷹

山ファミリー牧場」では、トラクターに乗り、野菜の気持ちになって運ばれる体験をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３日目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「黒耀石体験ミュージアム」では、弓矢やネックレスなど手作りのお土産を作りました。「ともしび博物館」では、

火おこしの難しさが分かりました。夜は「タケシ・ザ・ファイヤー」で、学年全員でとても盛り上がりました。 

 

＜４日目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「松井農園」では、６種類ものりんごジュースから１つを選ぶことができ、果実味たっぷりのジュースを味わいま

した。最後は世界遺産でもある「富岡製糸場」を見学し、たくさんのメモを熱心にとっていました。 

 

＜最後に＞ 

 ３泊４日を通して、子供たちが一番成長したのは「楽しむって、どんなこ

とだろう？」と考えられるようになったことだと思います。「自分は楽しいけ

れど、他のみんなはどうだろう」と考えることで、思いやりの気持ちが大き

く育ち、行動に表すことができるようになってきました。そして、お互いに

声を掛け合うこと、教えてあげること、感謝すること等、たくさんのことを

感じながら学ぶことができました。 

 武石の大自然で学んだことを、立野小の最高学年としての生活にいかして

もらいたいと願っています。 

               ６年担任  河又学 中野智美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八島ヶ原湿原 きもだめし 

森将軍塚古墳 鷹山ファミリー牧場 長野県立歴史館 

クラス替えをしてから２か月が経ち、新しい

クラスにも慣れてきました。３年１組は元気で

明るいクラスです。毎朝「おはよう！」と気持

ちのよいあいさつが教室に響いています。今

は、６月の立野フェスティバルに向けてはりき

っています。どんなことでも前向きに全力で行

動できるよう担任も一緒に励み、子供たちと共

に充実した１年をおくりたいと思います。 
 

３年１組 

担任 飯塚 綾乃 
５年１組 

担任 山岸 由佳 

車山 

今年から高学年の仲間入りをした子供たち。

初めての委員会、そして移動教室の準備と生き

生きと活動している様子が見られます。勉強し

ている時、運動をしている時、「さすが！５年

生！！」と思うことが多々ありますが、「？？」

と思うことも･･･。これから様々な経験を通し

て、大きく成長していくことでしょう。ワンア

ップし続けるクラスを目指します！ 

松井農園 富岡製糸場 

黒耀石体験ミュージアム ともしび博物館 タケシ・ザ・ファイヤー 

バス 

立野の生活指導 


